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ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

金
次
郎
は
薪
を
背
負
っ
て
本
を
読

ん
で
い
る
姿
が
有
名
で
、
像
に
も
な
っ

て
い
ま
す
が
、
金
次
郎
が
そ
の
時
に

読
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
、
当
時
の

『
大
学
』
と
い
う
書
物
が
当
館
に
あ
り

ま

す
。（ID

：2
1
9
9
5
3
0
3
9
9
 

相

模

国

大
住
郡
石
井
家
文
書
【
寄
託
】『
大
学
・

中
庸
・
論
語
・
孟
子
の
抄
本
集
』
、ID

：

2
2
0
1
1
0
0
2
0
1
 

小
澤
氏
寄
贈
版
本
『
新

刻
改
正 

大
学 

全
』
）
面
白
い
企
画
と
し

て
は
、
平
成
二
十
二
年
に
神
奈
川
県
土

地
家
屋
調
査
士
会
が
県
内
小
学
校
を
対

象
に
行
っ
た
「
二
宮
金
次
郎
を
探
せ
！
」

（
像
の
所
在
調
査
）
が
あ
り
、
そ
の
時
に

作
成
さ
れ
た
『
金
次
郎
Ｍ
Ａ
Ｐ
』
も
今
回

の
講
座
開
催
に
当
た
り
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
か
ら
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（ID

：3
2
0
1
3
0
9
4
6
3

）
当
館
に
は
金
次

郎
（
尊
徳
）
に
関
す
る
資
料
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
資
料
は
実
際
に
手

に
取
っ
て
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
当
館
に
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

　

公
文
書
館
を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
き
、
幅
広
い
年
齢
の
皆
さ
ん

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

七
月
二
十
八
日
（
日
）
に
第
三
回
目
と

な
る
親
子
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
親

子
三
世
代
や
、
横
浜
市
外
か
ら
の
ご
参

加
も
あ
り
、
総
勢
六
十
九
名
の
盛
況
な

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
神
奈
川
県
の
偉
人
、
二
宮
金

次
郎
（
尊
徳
）
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
、
こ
の
夏
に
金
次
郎
の
生
涯

を
描
い
た
映
画
が
上
映
さ
れ
、
図
ら
ず

も
タ
イ
ム
リ
ー
な
企
画
と
な
り
ま
し

た
。
金
次
郎
は
ナ
ス
の
味
で
飢
饉
が
く

る
こ
と
を
察
知
し
、
そ
の
た
め
の
備
え

と
し
て
粟
や
稗
を
つ
く
る
よ
う
農
民
に

指
示
し
、
天
保
の
大
飢
饉
を
し
の
い
だ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
常
に
質
素
倹
約
に

努
め
、
財
政
難
の
村
の
立
て
直
し
に
つ

い
て
役
人
か
ら
相
談
を
さ
れ
る
こ
と
も

多
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
講
座
の
内
容
は
、
金
次
郎
に

つ
い
て
易
し
く
解
説
し
た
あ
と
、
紙

芝
居
『
大
飢
饉
か
ら
人
々
を
救
え
！
』

（
県

文

化

課

作

成
、
当

館

所

蔵ID

：

3
2
0
0
6
0
5
5
7
2

）
を
披
露
。
紙
芝
居
と
い

う
言
葉
さ
え
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち

は
、
か
え
っ
て
新
鮮
に
受
け
と
め
て
く

れ
た
よ
う
で
す
。
講
座
会
場
で
は
、
金
次

郎
を
取
り
上
げ
た
教
科
書
も
展
示
し
た

と
こ
ろ
、
大
変
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
神
奈
川
県
の
な
り
た
ち
に
つ
い
て

の
話
や
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
も
行

い
、
公
文
書
館
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

令
和
元
年
度

小
・
中
学
生

夏
休
み

親
子
講
座
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場
面
を
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、
嘉
永
七

（
一
八
五
四
）
年
に
ア
メ
リ
カ
海
軍
提
督

ペ
リ
ー
と
幕
府
の
応
接
掛 

林
大
学
頭
が

横
浜
で
会
談
し
て
い
る
場
面
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
詳

細
は
、『
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
紀
要 

第

七
号
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
閲
覧
室
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
）
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
は
こ
の
資
料
の
名
称

を
「
波ハ

リ

ス理
登
城
将
軍
謁
見
之
図
」
か
ら
「
ペ

リ
ー
横
浜
会
談
図
」
と
改
称
し
、
保
存
・
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
紀
要
・
展
示
で
は
共
に
触
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
図
に
は
も
う
ひ
と

つ
面
白
い
も
の
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
五
十
四
（
一
九
七
九
）
年
刊
行
の
『
文
化

資
料
館
資
料
目
録 

古
文
書
の
部 

第
三

集
（
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
』
に
は
、
今
回

検
証
し
た
「
波ハ

リ

ス理
登
城
将
軍
謁
見
之
図
」

の
項
に
「
７
１
８ 

春
木
南
溟
（
画
）
波ハ

リ

ス理

登
城
将
軍
謁
見
之
図 

嘉
永
七
寅
閏
七
月

於
品
川
大
日
山
上
総
下
総
辺
山
々
眺
望

之
図
そ
の
他
。
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
軸

装
さ
れ
た
当
該
資
料
に
は
、
今
回
検
証
し

た
図
の
他
に
、
ふ
た
つ
の
絵
が
描
か
れ
て

お
り
、
そ
の
ひ
と
つ
が
眺
望
の
図
で
す
。

そ
し
て
、「
そ
の
他
」
と
さ
れ
て
い
る
の

が
、「
品
川
第
五
台
場
図
」
で
す
。

　

第
五
台
場
は
、
江
戸
幕
府
が
品
川
沖
に

建
築
し
た
六
基
の
砲
台
の
ひ
と
つ
で
す
。

他
の
台
場
と
と
も
に
、
ペ
リ
ー
再
来
航
に

備
え
嘉
永
七
年
五
月
ま
で
に
完
成
し
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
そ

の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
せ
ん
。

　

「
品
川
第
五
台
場
図
」
は
、

　
･

五
ノ
御
台
場
入
口
正
面
之
図

　

･

五
ノ
御
台
場

　

･
五
ノ
御
台
場
番
士
休
息
所
側
面
地

　
　

形
之
図

　

･

五
ノ
御
台
場
番
士
休
息
所
入
口
正

　
　

面
火
薬
庫
地
形
正
面
并
玉
穴
庫
正

　
　

面
側
之
図

　　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
六
日
（
火
）
～

令
和
元
年
九
月
二
十
九
日
（
日
）
ま
で
、

「
資
料
再
考 

波ハ

リ

ス理
登
城
将
軍
謁
見
之
図
」

と
題
し
た
ミ
ニ
展
示
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
度
刊
行
し
た
『
神
奈
川
県

立
公
文
書
館
紀
要 

第
七
号
』
に
掲
載
し

た
拙
稿
「
資
料
再
考
察 

波ハ

リ

ス理
登
城
将
軍

謁
見
之
図
」
を
展
示
と
し
て
紹
介
し
た

も
の
で
す
。

　

目
的
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
山
口
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
「
波ハ

リ

ス理
登
城
将
軍
謁
見
之
図
」

が
、
本
当
に
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に
ア

メ
リ
カ
総
領
事
ハ
リ
ス
が
江
戸
城
に
登

城
し
て
将
軍 

徳
川
家
定
に
謁
見
し
て
い

る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
か
、
を

検
証
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ

の
資
料
は
ハ
リ
ス
が
将
軍
に
謁
見
し
た

「
波ハ

リ

ス理
登
城
将
軍
謁
見
之
図
」

　
　
　
　
　 
の
名
称
変
更
に
つ
い
て

館内掲示ポスター

掲示パネル

の
全
四
枚
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
番
士

休
息
所
や
火
薬
庫
に
つ
い
て
描
か
れ
て

い
る
の
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
、「
波ハ

リ

ス理
登
城
将
軍

謁
見
之
図
」
改
め
「
ペ
リ
ー
横
浜
会
談

図
」
お
よ
び
「
品
川
第
五
台
場
図
」（ID

：

2
1
9
9
4
0
0
7
1
8

）
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
資
料
検
索
し
て
い
た
だ
く
と
画
像

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。

（
資
料
課　

上
田
良
知
）

五ノ御台場番士休息所側面地形之図



な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
後
々
の
証
拠
と
し

て
優
先
的
に
保
存
さ
れ
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
村
役
人
を
つ
と
め

た
家
に
お
い
て
、
も
し
く
は
村
の
共
有

文
書
と
し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
、
現
在

に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
の
は
、
相

模
国
愛
甲
郡
煤
ヶ
谷
村
（
現
在
の
清
川

村
）
に
残
さ
れ
た
、
年
貢
関
係
の
古
文
書

で
す
。
年
貢
と
は
、
江
戸
時
代
の
農
民
に

領
主
（
大
名
や
旗
本
、
幕
府
代
官
等
々
）

か
ら
課
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
の
う

ち
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
も
の
で
す
。
現

代
風
に
い
え
ば
税
金
の
よ
う
な
も
の
で

す
が
、
税
金
と
の
最
大
の
違
い
は
、
個
人

で
は
な
く
村
を
単
位
に
賦
課
さ
れ
、
納

入
の
責
任
を
最
終
的
に
負
う
の
も
村
で

あ
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
「
年
貢

の
村
請
制
」
と
い
い
、
全
国
至
る
所
で
こ

の
制
度
が
敷
か
れ
た
こ
と
が
江
戸
時
代

の
社
会
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

煤
ヶ
谷
村
は
、
江
戸
時
代
初
頭
か
ら

十
九
世
紀
初
頭
ま
で
幕
領
（
江
戸
幕
府

の
支
配
地
）
で
、
村
高
六
四
四
石
余
の
山

あ
い
の
村
で
す
。
じ
つ
は
煤
ヶ
谷
村
に

は
、
寛
永
十
四
（
一
六
三
七
）
年
以
降
、
幕

領
時
代
の
年
貢
関
係
文
書
が
多
数
残
さ

れ
て
お
り
（
清
川
村
煤
ヶ
谷 

山
田
明
家

文
書
）
、
県
内
で
も
稀
有
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
の
な
か
か
ら
今

回
は
、
い
わ
ば
課
税
通
知
に
あ
た
る
年

貢
割
付
状
（
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
十

月
「
相
州
愛
甲
郡
煤
ヶ
谷
村
寅
之
御
年

貢
可
納
割
付
之
事
」
山
田
明
家
文
書 

状
・

年
貢
52
）
と
、
納
税
証
明
書
に
あ
た
る
年

貢
皆
済
目
録
（
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）

八
月
「
相
州
愛
甲
郡
煤
ヶ
谷
村
寅
之

御
年
貢
米
永
皆
済
目
録
」
山
田
明
家
文

書 

状
・
年
貢
53
）
を
メ
イ
ン
テ
キ
ス
ト

と
し
、
く
ず
し
字
の
読
み
方
を
レ
ク

チ
ャ
ー
し
つ
つ
、
江
戸
時
代
の
年
貢
収

受
の
し
く
み
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
に

書
か
れ
た
、
こ
れ
ら
村
の
「
公
文
書
」
を

勝
手
に
売
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

対
す
る
詫
び
状
（
「
一
札
之
事
」
山
田
明

家
文
書 

状
・
一
般
82
）
を
紹
介
し
、
い
か

に
江
戸
時
代
の
村
に
お
い
て
「
公
文
書
」

が
大
切
な
存
在
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の

か
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

年
貢
関
係
の
古
文
書
は
、
そ
の
性
質

上
、
数
字
の
記
載
が
多
く
比
較
的
読
み

や
す
い
た
め
、
は
じ
め
て
古
文
書
に
接

す
る
方
々
に
好
適
な
素
材
で
す
。
ま
た
、

各
地
域
の
生
産
状
況
や
時
期
毎
の
生
産

力
の
違
い
な
ど
を
数
字
で
端
的
に
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
、
江
戸
時
代
を
知
る
う
え
で
重
要
な

資
料
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
機

会
が
あ
れ
ば
、
年
貢
関
係
の
古
文
書
を
皆

さ
ん
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
山
田
明
家
文
書
を
は
じ
め
と

す
る
清
川
村
所
在
の
古
文
書
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
五
～
二
十
七
年
度
に
当

館
が
実
施
し
た
「
歴
史
資
料
所
在
調
査
」

に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
形
で

収
集
し
ま
し
た
（
従
っ
て
当
館
で
は
、
現

物
の
古
文
書
は
所
蔵
し
て
お
り
ま
せ

ん
）
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
一
般
公
開
に
向
け
て
作
業
中
で

す
。
悪
し
か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
資
料
課　

椿
田
有
希
子
）

　

古
文
書
解
読
講
座
は
、
毎
年
度
入
門

編
を
二
回
、
応
用
編
を
一
回
、
ど
ち
ら

も
五
日
の
日
程
で
行
っ
て
い
ま
す
。
募

集
な
ど
に
つ
い
て
は
、
当
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
「
県
の
た
よ

り
」
な
ど
で
ご
案
内
し
ま
す
。
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令
和
元
年
度
古
文
書
講
座
入
門
編
・

夏
の
三
日
目
（
六
月
三
十
日
）
で
は
、
村
の

「
公
文
書
」
と
題
し
、
江
戸
時
代
の
年
貢
に

関
す
る
古
文
書
を
読
み
解
き
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
内
に
は
数
多
く
の
古
文
書

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
い

わ
ば
「
江
戸
時
代
の
村
の
公
文
書
」
で

す
。
江
戸
時
代
は
文
書
主
義
・
先
例
重
視

の
社
会
と
い
わ
れ
、
と
く
に
村
の
権
利
・

義
務
に
か
か
わ
る
文
書
（
た
と
え
ば
土

地
台
帳
や
年
貢
、
訴
訟
に
関
す
る
も
の

貞享4年（1687）8月
「相州愛甲郡煤ヶ谷村寅之御年貢米永皆済目録」
（清川村煤ヶ谷  山田明家文書  状・年貢53）

村
の
「
公
文
書
」

　
　
　

― 
年
貢
関
係
の
古
文
書
を
読
む 
―



理
解
で
き
な
い
記
述

　

金
河
奇
勝
は
、
安
政
元
（
嘉
永
七
、

一
八
五
四
）
年
に
ペ
リ
ー
が
神
奈
川
に
来

航
し
た
時
の
様
子
を
描
い
た
絵
巻
物
で
、

九
隻
の
黒
船
が
港
に
浮
か
ぶ
様
子
や
乗

組
員
の
服
装
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
貢
物
目

録
な
ど
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
に
開
催
し
た
企
画
展

示
で
『
金
河
奇
勝
』
を
展
示
す
る
た
め
、
あ

ら
た
め
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
中
の
小

型
船
を
描
い
た
部
分
に
理
解
で
き
な
い

文
字
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

文
字
は
、
カ
タ
カ
ナ
で
「
ハ
ー
デ
ー
」
、

次
の
文
字
が
「
翁
」
と
読
め
、
さ
ら
に
「
座

席
」
と
続
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
ペ
リ
ー
艦
隊
の
主
な
人
物
に
「
ハ
ー

デ
ー
」
ら
し
き
人
物
は
確
認
で
き
ず
、
ま

た
翁
と
は
年
配
者
に
対
す
る
言
葉
で
あ

り
、
乗
員
に
「
翁
」
の
付
く
よ
う
な
人
物
が

い
た
と
も
考
え
に
く
い
の
で
、
こ
の
文
字

の
意
味
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ハ
ー
デ
ー
の
来
日

　

そ
の
後
、『
浦
賀
奉
行
』
と
い
う
昔
の
図

書
を
調
べ
て
い
る
と
、
大
正
時
代
に
久
里

浜
の
ペ
リ
ー
上
陸
記
念
碑
を
ハ
ー
デ
ー

と
い
う
人
物
が
来
訪
し
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

（４） 第 41 号　　　　　 　　　　　  神奈川県立　公文書館だより　 　　　　　　令和元年10月16日発行

　

来
日
の
日
時
か
ら
当
時
の
新
聞
を
調

べ
る
と
、
新
聞
に
は
、
大
正
六
年
十
一
月

に
ペ
リ
ー
艦
隊
の
最
後
の
生
存
者
と
し

て
の
ハ
ー
デ
ー
の
来
航
が
大
き
く
報
道

さ
れ
て
お
り
、
ハ
ー
デ
ー
が
各
地
で
講

演
し
た
こ
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、「
上
陸
の
際
ペ
リ
ー
提
督
を

乗
せ
て
渡
し
船
を
漕
い
だ
」
と
話
さ
れ
、

そ
し
て
、
講
演
会
場
に
「
ペ
リ
ー
提
督
渡

来
の
史
料
を
展
覧
し
」
の
記
事
も
あ
り

ま
し
た
。

「
ハ
ー
デ
ー
翁
座
席
」
の
意
味

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
大
正
六
年
に
ハ

ー
デ
ー
翁
来
日
の
際
に
、
金
河
奇
勝
は
講

演
会
場
な
ど
に
展
示
さ
れ
、
こ
の
時
に
、

少
年
水
兵
で
あ
っ
た
ハ
ー
デ
ー
翁
が
ペ

リ
ー
を
乗
せ
た
渡
し
船
で
漕
い
で
い
た

場
所
を
示
す
た
め
に
「
ハ
ー
デ
ー
翁
座

席
」
の
記
述
が
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
も
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

金
河
奇
勝
は
、
約
百
六
十
年
前
の
ペ
リ

ー
来
航
の
様
子
を
我
々
に
伝
え
、
さ
ら
に

約
百
年
前
の
ハ
ー
デ
ー
翁
の
来
日
に
つ

い
て
も
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
年
二
〇
一
九
年
は
、
奇
し
く
も

ハ
ー
デ
ー
翁
没
後
百
年
に
あ
た
り
ま
す
。

（
資
料
課　

齊
藤　

達
也
）

【
休
館
日
】

　

 

月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
及
び
祝
日
が

月
曜
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
、
年
末
年

始
12
月
28
日
～
１
月
４
日

　

４
月
１
日
～
15
日
は
、
資
料
整
理
の

た
め
閲
覧
室
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
利
用
方
法
】

　

閲
覧
室
に
開
架
さ
れ
て
い
る
資
料
は

自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
書
庫
内

の
資
料
は
受
付
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
展
示
見
学
は
無
料
で
す
。
ご
自
由
に

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
治
会
や
学
校
な
ど
各
種
団
体
の
見

学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

会
議
室
は
施
設
利
用
予
約
シ
ス
テ
ム

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

公
文
書
館
の
利
用
案
内

　

当
館
で
は
、
県
が
作
成
し
た
歴
史
的

に
重
要
な
文
書
や
、
神
奈
川
に
関
わ
り

の
あ
る
古
文
書
、
図
書
な
ど
を
収
集
、
保

存
し
て
い
ま
す
。　

　

令
和
元
年
度
後
期
の
事
業
計
画
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◆  

ミ
ニ
展
示

　
「
も
う
ひ
と
つ
の

　
　
　
金
河
奇
勝
も
の
が
た
り
」

◆  
企
画
展
示

　
「
歴
史
資
料
で
辿
る
神
奈
川
の
地
名
」

◆  
常
設
展
示

　
「
公
文
書
館
の
仕
事
紹
介
」

　

令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

◆  
古
文
書
講
座
応
用
編

　

  

（
定
員
１
０
０
名
、
全
５
回
）

　

令
和
元
年
10
月
20
日
（
日
）
か
ら

　

令
和
元
年
11
月
17
日
（
日
）
ま
で

【
利
用
時
間
】

　

閲
覧
室　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

会
議
室　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

展
示
の
ご
案
内

講
座
の
ご
案
内

館
利
用
の
ご
案
内

ー 交通の案内 ー
電車の場合  相鉄線「二俣川駅」（横浜駅から急行で11分）下車、
　　　　　  徒歩17分又は相鉄バス「運転免許センター循環」で
　　　　　  「運転免許センター」下車徒歩3分
車の場合　  「保土ヶ谷バイパス」本村インターから6分

ハ
ー
デ
ー
翁
没
後
百
年
記
念 
ミ
ニ
展
示 
「
も
う
ひ
と

　
つ
の
金
河
奇
勝
も
の
が
た
り
」か
ら


